
学生実験の改善と学生実験期間外業務を考える

後藤咲希子

京都大学大学院工学研究科環境・安全・衛生技術室／合成・生物化学専攻技術室

京都大学工学部工業化学科・工業基礎化学コースでは3回生時仁分析 ・物理・ 無機・生物 ・有機など様々な学生実験を履修
するロその中で、私は工業基礎化学実験第1【分析化学実験］および工業基礎化学実験第3（有機化学実験］！こ撰わってい
る。工業基礎化学コース！こは約120名の学生が所属しており、 工業基礎化学実験第1【分析化学実験］では4月～5月の2ヶ
月間仁40名、有機化学実験では6月以降、 1クール〔二約2ヶ月〕！こ40名ずつ、 3クールの学生実験！こ関わっている。今回の
発表では、 有機化学実験の内容の紹介と、いくつかの改善点について報告するロまた、併せて、学生実践が行われていな
い学生実験業務期間外中の活動報告七行う。
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今回、工業化学科－工業基礎化学コースの有機化学実験におりる改善点と学生実験業務期間外の活動報告を6つだ固学生実
験以外の業務を現在、模索中である固技術相談を受りていき、日々、自分の知識や技術を研賞していきだいと蓄えている固
まだ、上記2つの出張－研修で、末学の技術職員聞や、企業との繋がり等を広げていくことで、新しい視野-JJfrE.がることを
強く感じた固
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Di•l•-Aldor反応

Bock咽 m転位
Grigr祖rd反応
Wi什19反応
NaBH4還元
Fri•dol-Craft•反応

スチレンの重合Fig. L工業墨隠化学コースの紹介

競配属を考慮レた改善唖モ有機｛じ学実験における例）｜

① 有機化学学生実験仁 お け る有機溶媒回収効率向上 を遇じた環境安全教育
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②廃液量の倹討

2009年度研究課畏裁量経費
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有機化学実験1クール（2ヶ月〉で有機廃滞 ：約 110L、水希薄廃取 ：約80L
の廃漉が出る。その主な要因は ・・

洗浄周アセ トンの使用室 内町5mしのluene50 ml, et旬lalcohol 2おh
スチレンの実験で使用する溶媒霊が多い
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Fig. 3.百繊化学費接lクール （2ヶ局〉の廃液量
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東京大学士学系研究開応用化学専攻の化学系学主要mi.学と意見交慢怠

京都文学 工業化学科学主要辰との相逗

東京大学では、 学主要底で便局する織器在研究室に開眼

TA在立候補制にしている
化学系学生寮厳重がほぼワンフロ？ に車約されている

実駐佳に論評ιレて直躍をおこなっている
etc 非常に善害になりました
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環境 φ安全 φ衛生妓術室 （9名｝；

環漬安全笥生センター業務、機器分析
学生実験等、 多肢にわたってりる

相互のよ務紹行
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実際の雰囲気はつかめていない

夏季実験実習を実施！！
Fig. 3.有機出学実駐lクル （2ヶ月〉の暁漉墨

必須爆作 分析化学実験 〈滴定操作〉
有機化学実験〈蒸留、合成、再結昆、機能測定 【GC、NMR、IR〕、 TLC)

備蓄 GC （ガスクロマトグうフィー〕， N品位 （綾磁気共鳴）
IR （赤ヲ下分光活） , TLC （藩層クロマトグラフィー）

嘉罪広三重朝早現方！~：融野晶エステ崎成 • Gr1gn町d＆凪
開催期間 2009.?il～9月〈うち4日間〉
参加人数 48（季実務贈置， 検緬贈邑 l~鰐I!贈量）
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・TLCブレ トの固版等に遺産務で閑ねっても唱
が、有機向学安調在行ったことか栴かったため、
今回ぞの使用＇$fj縫厳できてよかっだ．
令室納｛じ学学生実厳在担当してい吾杖周じ器
具在使用す吾調合でも実厳漫作上の11窓d現在ど
に対曾吾観点が遣う．ま医 学宝と田ι相纏で
婁厳を行ってみ吾と‘重点的に箔導（ノてほtル、
節分かSっきりと感じ取れた．
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車掌揖－・を遍じて崎町室蘭E豪華置を調ってもらう亡とで‘貧富安値曹・聖書奮ともに包薗・I隆盛
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E査捕i相自院内容 力パーガラス （Matsunami30X40X0.155附n）への溝入れ加工
加工方活①フコヲ トリソグラフとBuffor•d HF在密閉じた化学的エッチング
igグラインダー使用での物理的加工 ：弓門： ,..., .... － Plt.t・肺旬開phy... thod. , 、「1F-Vf-V
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俗学的エッチング 物理的エッチング
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堀属製惇所開発センタ pHメ ヲプロジェクトの万が要駐室に
て助額・郵務職員・筏術職員に却して勉強重量在闘世（2h程度〉

間J内容
pH Y：ータ 〈ガラス電極法〉の測史原理に附いて．
pHメ 9をよ手に恒うにl<J:I（測定メンテナンスのコツ等〉
色向な 電極の紹介。Hメータ点償チェック
よ配勉強去は、堀属製作所の見学去が丘画され、重参加した時仁、 堀属製作所と学主要原担当害との繋
がりを強〈し、 現窟の意見在取り入れる事在目的として、モの足がかりとして企画された．
今後も盲 論議への講習室の~り入れ箸盲 縫向な企画を陵討中．

ちょっとレだ機会から、新たな繋がりゃプランが生まれてくる！！


